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戦
国
末
期
三
河・尾
張
の

　
　
　 

戦
乱
と
水
野
信
元

戦
国
末
期
の
尾
張
と
三
河
の
境
目
の
領
主
・

水
野
信
元
に
つ
い
て
、限
ら
れ
た
史
料
を
駆

使
し
、複
雑
な
軍
事
・
政
治
情
勢
を
俯
瞰
し
つ

つ
、そ
の
動
静
を
探
る
。
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三
河
・
尾
張
の
戦
国
史
関
連
年
表

あ
と
が
き

砂
川  
博
著

  

す
な
が
わ
　    
ひ
ろ
し

砂
川  

博（
す
な
が
わ
　
ひ
ろ
し
）

一
九
四
七
年
、
鳥
取
県
生
ま
れ
。一
九
七
〇
年
、
鳥
取
大
学
教
育
学
部
卒

業
。一
九
七
〇
年
〜
八
三
年
、兵
庫
県
立
姫
路
商
業
高
校
、尼
崎
西
高
校
、

明
石
西
高
校
教
諭
。一
九
八
三
年
〜
九
五
年
、北
九
州
市
立
大
学
文
学
部

専
任
講
師
、助
教
授
、教
授
。一
九
九
五
年
〜
二
〇
一
一
年
、相
愛
大
学
人

文
学
部
教
授
。現
在
、相
愛
大
学
名
誉
教
授
。博
士（
文
学
）。

主
な
著
書
に
、『
平
家
物
語
新
考
』（
東
京
美
術
、一
九
八
二
年
）、『
軍
記
物

語
の
研
究
』（
桜
楓
社
、一
九
九
〇
年
）、『
中
世
遊
行
聖
の
図
像
学
』（
岩
田

書
院
、
一
九
九
九
年
）、『
平
家
物
語
の
形
成
と
琵
琶
法
師
』（
お
う
ふ
う
、

二
〇
〇
一
年
）、『
一
遍
聖
絵
研
究
』（
岩
田
書
院
、二
〇
〇
三
年
）、『
軍
記

物
語
新
考
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
一
年
）、『
徹
底
検
証 

一
遍
聖
絵
』（
岩

田
書
院
、二
〇
一
二
年
）、『
因
幡
鹿
野
城
主 

亀
井
茲
矩
』（
岩
田
書
院
、二

〇
二
二
年
）、『
天
正
六
年
十
月 

荒
木
村
重「
逆
心
」』（
岩
田
書
院
、
二
〇

二
三
年
）な
ど
。
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